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初 春 に
力強い筆遣い

'93 1 月

１月11日、藤田小学校で｢校内書

き初 め大 会」 が開 か れ ました。

３ 年 生 は 「 と り 年 」、 ４ 年 生 は

「花 咲 く里 」、５年 生は「遠 山の雪 」、

６年 生は「 初春の風 景」に取 り組 み、

児童 の皆 さん は、 手 本通 りに 力強い

筆遣い で伸 び 伸び と 書 き、 新年 の 誓

い を 新た にし まし た。



国
見
町
長
　
富
永
武
夫

讖

鬪

鰯

回

詞

四

四

髑

釧

鰍

’ 一

’

…

…

一
箇

…

…

圜

膕

膕

順

順

詛

斷

厮

腫

一
世
紀
に
向
け
た
町
民
総
参
加
の
町
政
“
　
　
　
　
　
　
　

…
　

…
　

…

…

；

ｔ

。。

‘。。
’‘

　
　
　

農

、

さ
て
迎
え
ま
し
た
平
成
ご
年
は
い
秡
が
ｕ
　
　
　

ｌ

Ｓ

’
．
Ｊ…
…
　

ｌ
ｇ

．
　

懣

≒

盆

蓊

皿

四

胆

踊

紹

…

…

屯

と

し
て
ヽ

各
種
施
策
の
展
亂
を
匐
つ
乙
ｔ

、

’

驫

。

―

。ｔ

ｌ

ｎ

Ｊ
４
　

。
。
悩

…

…
、、

。

ま
ず
第
一
は

’
「
活
力
の
お

る
町
づ
＆
　
　

四
酲
　

’‐
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
　
　

ｌ一
　

ａ

理
的
条
件
を
活
か
し
ヽ

新
た
な
工

業
団
漱

ａ

！
ｔ
　

Ｉ

ｆｌ

‘Ｉ

Ｊ

Ｊ
ル
Ｘ
Ｘ
Ｊ
Ｊ
一

跏

者

が
定
着
で
き

纂

件
の

整
備
と
人
口
匹
　

畆

歐
　

１

’
窗

’
一

砂

χ

藻

齏

碩

“

萼

あ
農

業
に
つ
い
ｒ

灣

丿
昔

九

萋

加

蛋

亟

崖

’
‘’
』

¨ Ｊ
－

Ｅ

＾ 翦

翦

頽

皿

豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

心
豊
か
な
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て



り
ま
す
．
更
に
、
農
業
振
興
会
１
.
･
を

り
め
町

畧

黔

首

ｔ

ｔ

瀰

霍

２
　
　

値

貂

ａ

ｓ

の

確
立
を
目
指
し
自
立
的
、
持
続
的
　

刄

．

剔

―

に
　

し
て
　
　

”

工
業
　

‘一

は
、
地
元
既
存
企
巣
の
育
成
強
化
を
　

‘ ａ

、

．、
．

に
匹

黯

ｗ

包
　
　

店
街
　
　

－

ｌ

：

ｉ

ｌ

負

ｍ

俗

難

膓

―

一

Ｊ

訃

訌

鍵

心

．
旧

戮

勁

迴

Ｕ

・
ｐ

ｈ

ｕ

｛

い
ｑ

り

Ｈ

ｍ

ら

四

心

胆

蹂

ぽ

ｎ

ぼ
　

贖

冒

冒

…
…一

い
皿

ｕ

Ａ
Ｊ
＊
－
＜
Ｇ
ａ

親

黯

４

鈩

‘
　

・
、

‘‐

一

則

謚

擶

囹

黼

聚

筮

卜

難

タ
ー
は
本
年
秋
完
成
の
　
　
　
　
　

’

爨

’

ｉ

ぶ
　
　

’

討

傴

范

’“
　

一

’ｓ

一
読

’

に

客

多

淀

、
中
央
集
鴦

の

備
匐

蓆
　

ｔ
　

一

耆
　

回

漕

齏

亂
　

ｌ
ｙ

‘

Ｈ

Ｈ

Ｈ

・
ｕ

簧

駲

・

’

．旙

疆

訂

斡

彗

．

頤

４

を
推
進
し
ま
す
．
　
　
　

．バ
タ
ー．
　
　
　

．
　
　
　

一
　
　
　
　
　

’峇

鷺

蔘

｀
Ｉ
ス

．

・
　

…
…

…

ｈ

ｑ

Ｈ

Ｈ

訟

漣

ｍ

哺

盜

戮

祗

声
を
お
聞

き
し
、
町
政
に
反

映
し
で
参
ユ

’

．．
－
．７

迄
　
　
　
　
　

万一
″
谺

居

蔘
　

．
　
　

…
…一ｙ

以
上
、
今
年
の
町
政
に
喘
む
に
あ
た
り
蹐
　

．
洶

を

’
　
　

‐

だ
が
メ
私

刪

』
　
　
　

．

．

的
に
推
進
し
国
見
町
の
飛
躍
の
だ
め

い
 翁す
政

之

鋩

｝
麦

援
と

｝
観

力
を
お
願
い
申
七
よ
圧

戈

洫

真

一

；

民

岔

ｌ

に
谿

一

良
い
隻

忌

蒋

薦

鮮

區

諤

々

畛

ｆ

ｔ

Ｅ

謹んで

新春のご祝詞を

申し上げます



菊
地
唯
七
さ
ん

菊
地
太
三
さ
ん
の

叙
勲
・
褒
章
を
祝
う

昨
年
一
月
に
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受

章
し
た
菊
地
唯
七
さ
ん
（
八
九
）
＝

塚
野
目
字
福
田
二
＝
と
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十
一
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秋

の
定
例
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で
黄
綬
褒
章
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受
章
し

た
菊
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太
三
さ
ん
（
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五
）
Ｕ
石
毋

田
字
風
見
山
下
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ノ
三
９
の
受
章
祝

賀
会
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十
二
月
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
福
鳥

国
見
町
会
館
で
闘
か
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
約
百
五
十
人
が
出
席
。

発
起
人
を
代
友
し
て
冨
永
武
夫
町
長

が
お
二
人
の
経
歴
と
功
績
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
「
今
後
も
町
発
展
の

た
め
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
勲
記
を
披
露
し
、
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か
ら
記
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し
ま
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、
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が
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、

終
始
な
ご
や
か
に
歓
談
し
、
受
章
を

祝
い
ま
し
た
。

▲盛大に開かれた受章祝賀会
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完　成

森
江
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五
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改
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五
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団
第
三
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大
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す
る
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防
ポ
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積
載
車
の
交
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式
は
十
二
月
二
十

五
日
役
場
会
議
室
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行
わ
れ
ま
し
た
。

交
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式
に
は
冨
永
武
夫
町
長
、
阿

部
恒
夫
町
消
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団
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、
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部
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地
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の
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出
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冨
永
町
長
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長
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述
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▲地域の防災頼みます
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全
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祭

桑
折
警
察
署
管
内
の
交
通
安
全
推

進
団
体
の
関
係
者
に
よ
る
無
事
故
祈

願
祭
は
一
月
六
日
、
鹿
鳥
神
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
は
桑
折
地
区
交
通
安
全
協

会
の
主
催
で
開
か
れ
、
冨
永
町
長
、

安
細
桑
折
町
長
、
本
田
桑
折
警
察
署

長
を
は
じ
め
、
桑
折
地
区
交
通
安
全

協
会
各
部
会
、
交
通
安
全
毋
の
会
な

ど
か
ら
約
三
十
人
が
出
庸
。
岐
か
に

神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、
各
団

体
の
代
表
者
が
玉
ぐ
Ｌ
を
さ
さ
げ
、

一
年
間
の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。▲無事故を祈った祈願祭
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に
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任
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了
に
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う
新
民
生
委
員
・

児
童
委
員

へ
の
委
嘱
状
交
付
式
と

退
任
委
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
は

十
二
月
一
日
、
役
楊
会
躔
室
で
行

わ
れ
ま
し

た
。

式
で
は
、
今
回
退
任
さ
れ

た
樋

口
済
三
さ
ん
ら
三
人
に
、
厚
生
大

臣
と
町
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
続

い
て
、
佐
藤
幸
一
福

島
社
会
福
祉
事
務
所
長
か
ら
民
生

委
員
。
児
童
委
員
の
委
嘱
状

が
一

人
ひ
と
り
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
後
に
行
わ
れ
た
第
一
回
民

生
児
童
委
員
会
で
は
、
総
務
に
曵

地
善
作
さ
ん

、
副
総
務
に
菊
地
平

助
さ
ん
か
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

Ｉ

し

た
。

民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
、
平

成
四
年
十
二
月
一
凵
か
ら

三
年
間
で
す
。

◇
感
謝
状

贈
呈
者

（
敬
称
略
）

樋

口
　
済
三
・
樋
口
　
　

弘

佐
藤
　

節
子

民
生

・
児

童
委

貝
と

は
・・：

民
生
委
員
法
に
よ
っ
て
厚
生
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
た
社
会
奉

仕
者

で
あ
り
、
そ
の
職
務
は
、
生
活

保

護
、
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
母
子
・
父
子
の
福
祉

。

心
配

ご
と
相
談
な
ど
に
つ
い
て
関

係
行
政
機
関
に
協
力
し
、
地
城
活

動
の
推
進
に
よ
る
少
年
非
行
の
防

止
と
更
生
の
援
助
を
掲
げ
て

い
ま

す
。
ま

た
。
増
加
を
続

け
る
少
年

非
行
に
対
処
す
る
た
め
学
校
、
家

庭
と
地
域
の
児
童
委
員
と
の
連
携

を
深

め
、
一
人
で
も
児

童
を
不
幸

に
し
な

い
よ
う
に
一
層
幅
広
い
地

域
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し

ま
す
。

▲佐驟槽鳥社会槽祉事務所長 から１人ひとりに委嘱状

国 見 町 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員
敬称略 ）

氏　　　 名 住　　　　　 所 担 当 地 区 ｜ 氏　　　名 住　　　　　 所 担 当 地 区

斎 藤　允　夫 小坂字西町裏39の１ 小坂．人Ⅲ川 | 吉　Ⅲ　　 棯 山崎 字眼沌山13の５ 沌山．耕谷

安 藤　ト　ョ 小坂字木八丁８の７ 前田．板檎
|
斎 藤　洋 子 山崎字北占舘５の２ 源宗山東.西.北

佐　藤 八重子 泉田字川端３の２ 泉田上．中．下
|
佐久間　モ　ト 森山字薬師朿14 第１．２

菅　野 賛　郎 内谷字東脇１ 鳥取.内谷西.東 | 古　Ⅲ　三　夫 森山宇舘西８ 第３．４

谷　津 智　恵 山崎字北町田36－ 6 駅前
|
阿　部　俊 恒 徳江字中ノ内12 徳江北．第７

山　内 聡 子 藤田字中沢二，４の10 大町南 後　蘰　　 一 徳江字雷神前47 綰８．９

小　西 絹 子 藤Ⅲ字南14 大町北．錦町 高 橋 藤 右工門 塚野目字沢９ 第 2. 11. 12

三　瓶　　 茂 山崎字小舘脇24  ー1
小舘．宮 前

宮舘．大坂
高　嬌 隆 雄 貝田字立久根３ 貝田

曵　地 善 作 藤田字南45の５ 本町．鶉町 渋　 谷　愛　 子 光明寺字山岸11 光明寺

簗　瀬 貞　 子 山崎字沢Ⅲ９ 宮町南．沢田 後 藤　 ア　ヤ 高城字石田55 商城

佐久間　　 巌 藤田字北38の１ 宮町北 村　上　 ミチｆ 大木戸字遼光原21 大木戸

武　 田　　 勲 藤田字沢田三．７ 宮東．町東 村　上　金　正 人木戸字新田山５の２ 山根

高　野 時 子 石母田字国見山下4の23
石毋田東.表.北

上野
褶 沢　　 正 西大枝字古舘１ 原町. 築舘.並柳

菊 地 平　助 石母田字上原65 石母田原．西 井 砂　喜代子 西大技字西11 中部．北部

高　樢 恵 子 山崎字下川前17 山崎北．舘 松　浦　輝 夫 西大技字堂ノ加60 川内



町

政

懇

談

会

地
域
の
声
を
町
政
に
反
映

1
1
会
場
に

2
8
4
名
が
出
席

平
成
四
年
度
の

『
町

政
懇

談
会

』

は
、
十
一
月
二
十
四
日
の
小
坂
・

太
田
川
・
前
田
・
板
橋
町
内
会
を

皮
切
り
に
十
二
月

十
五
日
ま
で
町

内
十
一
会
楊
で
開
催
さ
れ
、
町
内

会
長
さ
ん
を
は
じ
め
各
町
内
会
の

か
た
が
た
延
べ
二
百
八
十
四
名
の

皆
さ
ん
か
出
席
し

ま
し

た
。

懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

日
頃
、
考
え
、
思

っ
て

い
る
町
政

に
対
す
る
提
言
、
地
域
に

お
け
る

身
近
か
な
問
題
や
要
望
な

ど
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
町

の
重
要
施
策
を
ご
理
解
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
閧
催
し
て

い
る
も
の

で
、
冨
永
町
長
を
は
し

め
。
町
四

役
。
各
課
艮

、
地
元
町
議
会
溌
員

が
出
席
し
ま
し

た
。

今
回
は
、
昨

年
新

た
に
導
入
し

た
福
祉

バ
ス
を
活
用
し
て
町
内
各

公
共
施
設
を
視
察
す

る
企
画
も
取

り
入
れ
、
そ
の
後
。
各
会
場
で
懇

談
会
を
開
き
、
教
育

、
福
祉
対
策
、

生
活
環
境
整
備
、
農
業
振
興
、
産

業
振
興
な
ど
幅
広
い
分
野

に
わ

た

っ
て
生
活

に
密
着
し

た
質
問
や
意

見
か
川

さ
れ
ま
し

た
。

▲活発に意見を交換した町政ｌ 肢会

▲熱心に説明を聞く参加者の皆さん

( 観月台文化センター)

申

告

準

備

は

お

早

め

に

町
県
民
税
・
所
得
税
・
個
人
事
業
税

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
口
ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申

告
は
早

め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
た
り
し

ま
す
と
、
不
足
の
税
金
だ
け
で

な

く
、
加
算
税
や

延
滞
税
も
納
め
な

け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ

く
知

っ
て

い
る
の
は
、
納
税
者

の

皆
さ
ん

ご
自
身
で
す
。

期
限
内
に
正
し

い
申
告
と
納

税

を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
、
二
月
十
六
日
前
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

《
事
業

所
得
や
不
動
産
所

得
な

ど
が
あ
る
場
合
》

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
か
、

所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

《
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
場
合
》

①
給
与
の
年

収
が

Ｉ
、
五
〇
〇
万

円
を
超
え

る
人
。

②
給
与
所

得
や
退

職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
か
二
十
万
円
を
超

え
る
人

。

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て

い
る
人

。

申
告
す
れ
ば

税
金
が
戻
る
人

医
療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
源
農
徴
収
や
予
定

納
税
で
納
め
た
税
金
か
、
そ
の
年

に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
得

税
よ
り
も
多
く
な
る
人
。

年
金
所
得
の

申
告
書
登
場

公
的
年
金
の
み
の
人
用
の
申
告

書
か
新
た

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
所
得
者
の
増
加
に
対
応
し

て
、
簡
単
に
記
載
で
き
る
申
告
書

が
作
成
さ
れ
、
税
務
署
及
び
役
場

税
務
課
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
の

で

ご
利
用
く

だ
さ

い
。

こ

の
申
告
書
は
、
簡
単
に
作
成

で

き
る
よ
う
記
載
す

べ
き
事
項
か

し

ぼ
ら
れ
。
活
字
も
見
や
す
く
大

き
く
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
変
便
利
な
振
替
納
税

所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
銀

行

な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替

に

よ
っ
て
納
税
す
る
振
替
納
税
の
制

度
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用

す
る

場
合

は
、
預
金
先
の
金
融
機
関

ま

た
は
所
轄
の
税
務
署
に
『
預
貯

金

口
座
振
替
依
頼
書
』
を
提
出
し
て

く

だ
さ

い
。

収
支
内
訳
書
の
添
付
・

総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
の
あ
る
人
で
。
確
定
申
告

霤
を
提
出
す
る
人
は
、
収
支
内
訳

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
よ

い
人
で
も
、
こ

れ
ら
の
総
収

入
金
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る
場

合

は
、
総
収
入
金
額

報
告
書

を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
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小坂小屋館
(詰ノ舘)

菊　池　利　雄

宮
城
県
と
福
鳥
県
境
上

の
木
落

山
を
源
流
と
す
る
滝
川

は
、
小
坂

と
泉
田
の
旧
村
境
に
沿
っ
て
広
が

る
流
城
の
山
地
を
深
く

浸
食
し

な

が
ら
。
西
根
台
地
に
流

れ
出
し
出

口
に
広

い
扇
状
地
を
形

成
し
て

い

る
。
小
坂
小
屋
館
は
、
こ

の
扇
状

地
の
扇
頂
部
右
岸
に
あ
る
標
高
二

六
一
・
五
μ

の
袖
ヶ

沢
山
に
あ
っ

て
、
東
側
の
寺

家
山
と
は
深

い
谷

で
隔
て
ら

れ
て

い
る
。
館
は
こ
の

谷
と
滝
川

と
の
間
に
突
き
出
た
山

地

を
範
域
と
し
、
山
腹
の
平
場
を

本
郭
山
頂
部
を
賭
ノ
城
と
し
た
長

径
約
四
〇
〇
Ｕ

、
短
径
約
二
〇
〇

び
の

山
館
で

、
大
手
の
虎
口
は
本

郭
東
部

に
あ
る
浸
食
谷
の
出
口
に

構
え

ら
れ
て

お
り
、
こ
の
虎
口
か

ら
滝

川
（
太
田
川
）
方
向
に
突
き

出

た
舌
状
台
地
は
こ
の
館
の
拱
小

屋
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
郭
の
平
場
（
標
高
一
九
〇
Ｕ
）

は
。
長

径
か
約

一
三
〇
μ

、
短
径

約
一
〇
〇
Ｕ
の
規
模
を
も
ち
、
東

南
方
向

に
緩

い
傾
斜
を
な
し
た
ほ

ぼ
平
坦

な
面
を
な
し
、
西
側
は
こ

の
平
場
と
の
比
高
が
二
〇
か
ら
三

〇
Ｕ
を
は
か
る
山
地
（
二
二
四

・

八
Ｕ
）
で
、
平
場
側
に

面
し
て
三

重
の
帯
郭
を
巡
ら
し

た
山
舘
、
そ

の
西
側
は
滝
川
に
面
し

た
急
崖
地

と
な

っ
て

い
る
。
本
郭
の
南
側
は

滝
川
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
段
丘

崖
で

、
谷
底
平
地
と
の
比
高
は
一

〇
か
ら
二
〇
Ｕ
を
は
か

る
要
害
地

形
を
な
し
て

い
る
。
水
ノ
手
と
し

て

は
郭
内
に
豊
富
な
湧
水
か
あ
っ

て
池
か
掘
ら
れ
て

い
た
。

詰
ノ
館
は
、
本
郭
北
西
部

に
あ

る
袖
ケ
崎
山
と
。
北

に
延
び
る
痩

せ
た
尾
根
筋
に
あ

り
て

、
寺

家
沼

か
ら
西
北
二
〇
〇
μ

の
谷
底
部
か

ら
、
こ
の
山
の
東
部

中
腹
部

に
侵

入
す

る
急
な
谷
が
あ
り
、
そ
れ
を

昇

り
つ
め
た
標
高
二
四
〇
Ｕ
の
傾

斜
変
換
点
か
ら

。
東
西
方
向
に
長

さ
が
約
五
五
μ

、
幅
約
八
μ

、
深

さ
か
二
か
ら
四
Ｕ
ほ
ど
の
堀
切
が

二
重
に
掘
ら

れ
、
館
は
南
北
に
二

分
さ
れ
て

い
る
。
寺
家
山
へ
と
続

く
尾
根
の
鞍
部
に
か
け
て
は
小
郭

が
連
郭
状
に
築
か
れ
て
お
り
、
北

か
ら
数
え
二
と
三
ノ
郭
の
問
に
は

上
幅
が
約

匸
一
μ

、
南
郭
と
の
比

高
か
約
八
Ｕ
の
掘
切
り
か
あ
り
、

北
の
搦
手
口
と
し
て

機
能
し
て
い

た
。
頂

上
と
掘
切
の
間

を
東

に
延

び
る
緩
い
傾
斜
を
な
し

た
稜
線
上

の
山
地
に
は
、
十
数
段
に
お
よ

ぶ

帯
郭
が
巡
ら
さ
れ
、
最
下
段

の
帯

郭
は
南
の
堀
切
に
連
な
り
、
そ
の

北

端
の
下
段

に
は
堀
切
と
こ
れ
を

隔
て

た
小
郭
か
あ

る
。

二

重
の
堀
切
か
ら
南
山
麗
に
も

五
段
の
帯
郭
か
巡
ら
さ
れ
、
西
か

ら

の
稜
線
沿

い
に
は
下
の
本
郭
よ

り
詰

ノ
館

へ
の
通
路
か
、
土
塁
を

切

通
し
て

進

み
上
部

堀

切
の
中

程
で

、
頂
上
の
山
館
へ
と
通
じ
て

い
る
。
小
屋
館
は
伊
達
氏
十
二
代

の
当
主
伊
達
成
宗
か
晩
年
、
伊
達

尚
宗
に
家
督
を
譲
り
梁
川
城
よ
り

隠
居
し

た
居
館
で
。
山
館
の
保
存

状
況
は
極

め
て
良
好
で
あ
り
、
詳

し
く
は
今
後
の
調
査
検
討
に
待
ち

た
い
。

（
※
ふ
る
さ
と
の
文
化

財
五
九
号

小
坂
小
屋
館
跡
参
考
）

－小坂小量館芻略爾図

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
　
　
　

正

し
く

お
早

め

に

個
人
事
業
者
で
、
平
成
二
年
中

の
課
税
売
上
高

が
三
千
万
円
を
超

え
る
方
と
課
税
事
業
者
選
択
届
出

霄
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
平
成
四
年
分
の
消

費
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
そ

の
消
費
税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務
署
に

お
た
ず
ね
く

だ
さ

い
。

「
に
せ
税
理
士
」
に
　
　

ご
注
意
！

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
は
、
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人

か
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

税
理
士

の
資
格

の
な
い
人
が
申

告
書
の
作
成
な
ど
を
す
る
と
『
に

せ
税
理
士
』
と
し
て
、
法

律
に
違

反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼
し

た

方
に
迷
感
を
か
け
る
結
果

に
な
る

こ
と
が
多
い
の
で

、
破
定
申
告

の

時
に
は
特
に

ご
注
意

く
だ
さ
い
・

贈

与

税

財
産
を
も
ら
っ
た
と
き

個
人
か
ら
財

産
を

も
ら

っ
た
と

き
に
は
、
も
ら
っ
た
人
に
贈
与
税

か
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し

、
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
、
年
間
六
十
万
円
以
下
の

と
き
は
贈
与
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
会
社

な
ど
法
人
か
ら
財

産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
贈
与

税
は
か
か
り
ま
せ

ん
か
、

一
時
所

得
と
し
て
所
得
税
が
か
か

る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

税
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

・

役
場
税
務
課

雲
剪
2
1
1
1

内
線

１
５
１
～
１
５
３

・

福
鳥

税
務
署

一一
叫
３
１
２
１

・

税
務
相
談
室
福
島
分
室

Ｉ
蓐
4
8
1
1



国

民
年

金

二
十
戯
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

新

た
に
成
人
の
仲
間
入

り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

と
こ

ろ
で

、
わ

が
国
で

は
、
二

十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
国
民
は
、

す

べ
て
公

的
年
金
制
度
に
加
入
す

る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
も
も
ち

ろ
ん
。

二
十
歳

に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加

入
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ

れ
に
よ

り
。
学
生
生
活
の
間

に
起

き
た
事
故
な

ど
で
陣
害

が
生

じ

た
場
合
で
も
。
年
金
に
よ

る
所

得
保
障
か
受
け
ら

れ
、
ま

た
、
老

齢
基
礎
年

金
も
満
額
か
受
け
ら
れ

ま
す

。

二
十
歳

の
誕
生

日
を
過

ぎ
た
ら
、

国

民
年
金

の
資
格
取
得
届
を
提
出

す

る
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う
。

■

加
入
手
続
き
・

問
い
合
わ
せ

・
住

民
福
祉
課
年
金
係

壼
卿
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

ご
存
じ
で
す
か
？

最
　
低
　
賃
　
金

わ

が
国
の
最
低
貨
金
制
は
、
各

都
道
府
県

ご
と
に
す
べ
て
の
労
働

者
を
対
象
と
し
た
地
城
別
最
低
貨

金
と
、
特
定
の
産
業

の
労
働
者
を

対
象
と
し
た
産
業
別
最
低

賃
金
が

決
め
ら
れ
て
お
り
、
労
働
者
の
労

働
条
件
の
改
善
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
最
低
賃
金
額
は
賃

金

や
物
価
な
ど
の
動
向
に
応
じ
て
ほ

ぼ
毎
年
改
正
さ
れ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
適
用
さ
れ
る
最
低
貨
金
額
を

知
ら
な

い
事
業
主
か
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

福
鳥
県
内
の
最
低
賃
金
額
は
、

表
の
と

お
り
で
す
。

最 低 貨 金 の 件 名 ��
最　 低　 賃　 金　 額 ��効 力 発 生

年　 月　 日��１　　　日 �１ 時 間

槽 鳥 県 最 低 質 金 ��4 ｺ  2 8 円 �５１７円 �4 . 10 ･

新

産

業

別 �

電 気 機 器製造 業 �4  5  0 5 円 �５６４円 �4 . 12 . 】 0

�非鉄金属製造業 �４，８１６円 �６０２円 �4 . 12 .

�輸送用機番製造業 �4  . 7 6 8円 �５９６円 �4 . 12 . 25

�精密機器製造業 �4  . 7 2 1 円 �５９１円 �4  .  .

�自助車小売業 �4  ､ 7  ー3 |円 �５９０円 �.  28

は
た
ち
の

献
血

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

あ
な
た
の
善
意
を

社
会
の
た
め
に

わ

が
国
の

『
血
液
事
情
』
を
ご

存
じ
で
す
か
。

現
在
。
血
液
製
剤
の
う
ち
。
輸

血
に
使
わ
れ
る
全
血
製
剤
と
血
液

成
分
製
剤
は
、
国
内

の
献
血
で
賄

わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
血
液
の
成
分
の
一
つ

で
あ
る
血
し
ょ
う
か
ら
つ
く
ら
れ

る
血
し

ょ
う
分
両
製
剤
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
、
海
外

か

ら
の
製
品
輸
入
に
依
存
し
て

い
る

の
か
現
状
で
す

。

こ
れ
に
は
、
安
全
性

や
安
定
供

給
の
面
な
ど
で
問
題
か
あ
り
、
献

血
に
よ
る
国
内

自
給
か
叫

ば
れ
て

い
ま
す
。

血
液

は
人
工
的
に

は
っ
く
れ
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら

、
も

っ
と
多
く

の
方
に
、
献
血

に
協
力
し
て

い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
、
寒
さ
や
降

雪
の
た
め
に
、
献
血
す
る
人
か
減

っ
て

し
ま
い
、
一
時
的
に
輸
血
用

の
血
液

が
不
足

す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

。
病
気
や
け
か
で
苦
し
ん
で
い
る

人
の
た
め
に
献
血
を
す
る
Ｉ

そ

れ
は
、
単
に
血
液
を
提
供
す
る
と

い
う

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
の
善

意

を
、
広
く
杜
会
の
た
め
に
役
立

て

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す

。

は

た
ち
に
な
っ

た
の
を
き
っ
か

け

に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
献
血
に
ご

協
力
く

だ
さ
い
・

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

請

求

は

お

済

み

で

す

か

９

～
請
求
期
限
が
迫

っ
て
い
ま
す
～

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま

た
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地

域
に
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
ま
た
は
そ
の

ご
遺
族
に
、
甞

状
・
銀
杯
を
贈
呈
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
の
う
ち
。
年
金
恩

給
や
公
務

員
の
共
済
年
金
な
ど
を

受
給
さ
れ
て

い
な

い
方
に
は
、
併

せ
て
慰
労
金

十
万
円
か
支
給
さ
れ

ま
す
。

ま
だ
請
求

さ
れ
て

い
な
い
方
は
、

平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に

ご
舗
求
く

だ
さ
い
・

な
お
、
請
求
書
類
は
役
場
住
民

福
祉
課
福

祉
係
に
も
置

い
て
あ
り

ま
す
。

■

請
求
・
問
い
合
わ
せ

尋
1
1
2
東
京
都

文
京
区
大
塚
５
‐

３
－
1
3

平
和
折
念
事
業
特
別
基
金
葉
務

第
２
課

一

〇
３
・
3
9
4
5

一
4
7

０
3

募
　

集

自

衛

官

自
衛
隊
で
は
、
平
成
四
年
度
第

四
次
自
衛
官
（
二
等
陸
・
海
・
空

士
）
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

◇

募
集
期
限

平
成
５
年
３
月
3
1日
ま
で

◇

賦
験
期
日

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
き
、

毎
日
実
施
し
ま
す
。

」

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一

勁
福
島
市
須
川
町
５
の
５

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
福
鳥

募
集
案
内

所

雲
咄
5
5
2
9

おしらせ



西
分
署
だ
よ
り

文
化
財
防
火
意
識

を
高
め
よ
う
／

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

酉
分
署
で
は
今
年
も
、
火
災
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り
を
モ
″
ト
ー
に
予

防
運
助
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
二
十
六
日
は

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に

奈
良

の
法
隆

寺
金
堂

壁
画

が
火
災

に

よ
り
焼

失
し

た
日

に
あ
た

る
の

で
、

国
で
は
こ
の
日
を
「
文
化

町
防
火
‘ア
ー
」

と
定

め
、
こ

の
日

を
中
心

と
し
て

文

化

財

を
火
災

。
震
災

、
そ

の
他
の

災

害
か

ら
守
る

た
め

の
運
動

を
全
国
的

に
展
開

す
る

も
の

で
す
。

国
見

町

に
は
、

岡
の
史
跡

に
指
定

さ
れ

て
い
る

石
母
田

供
養
石

塔
を

は

じ
め
、
数

々
の
文

化
財
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、

私
た

ち
の
身

近
な

と
こ
ろ

に

も
祖
先

が
残
し

て

く
れ
た
神

社
、
仏

閣

の
建

造
物

や
名
所

旧
跡
、

絵
画
、

彫

刻
、

工
芸

品
、

そ
の
他
考

古
学

の

資
料
な

ど
、

県
や
町

指
定
の

文
化
財

も
た

く
さ
ん

あ
り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
、
私

た
ち

の
歴
史

的

シ

ン
ボ
ル
で

あ
る

た
い
へ

ん
貴
重

な

文

化
財

が
、

人
々

の
ほ
ん

の
ち

ょ
っ

と
し
た

不
注
意

や
、
悪

質

な
放
火

な

ど
の
火

災

に
よ
っ

て
失
っ

て
し
ま

っ

た
と
し

た
ら
、

計

り
知
れ

な
い
損

害

を
被
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
文
化
財
を

愛
護
す
る
と
い
う
公
徳
心
と
、
文
化

財
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
一
人
ひ

と
り
が
火
災
を
予
防
す
る
と
い
う
意

識
を
常
に
餐
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事

な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
少
な
く
と
も
次
の
点
に

留
意
し
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り

・
文
化
財
の
近
く
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

・

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

・
文
化
財
の
周
囲
は
常
に
整
理
し
て

お
き
。
ダ
ソ
ポ
ー
ル
や
紙
く
ず
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

ま
た
、
草
は
刈
っ
た
後
は
除
去
し

て
お
く
。

受付

建
設
工
事
等
入
札

参
加
資
格
申
請
書

平
成
五
、
六
年
度
の
国
見
町
建
設

工
事
等
入
札
参
加
賢
格
申
請
書
の
受

け
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
受
付
期
間

平
成
五
年
二
月
一
日
？
二
十
六
日

◇
対
　

象

町
が
発
注
す
る
平
成
五
、
六
年

度
工
事
及
び
測
量
・
調
査
・
設
計

の
入
札
に
参
加
希
望
す
る
者

◇
申
請
書
様
式

建
設
省
様
式
ま
た
は
県
指
定
様

式
◇
提
出
部
数
等

Ｂ
５
版
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
一
部

持
参
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

・

役
場
総
務
課
財
政
係

ａ

（
八
五
）
二
一
一
一

内
線

匸
一
四

戸籍の窓口
12 月
受 付分

出 生お めでと うご ざい ま す

予 の 名　　 保譏者　　 町内会
恭平（きょうへい）安藤 秀志 前　 田
籖恵（おり え）一條　 正 太 田 川
瑞穂くみ ず ほ）吉田 安徳 艮　 田
椎葉（しい な）阿部 繁縷 石毋田北
彰 （あ　 や）佐久間溝市 原　 町
正行（重さゆき〉安藤 幸治 山　 楓
由美（ゆ　 み）徳江　 忠 第　 ９
慶太（け い た）佐藤　 愽 山 畸 餓

結婚おめでとうございます
氏 名　　　　　　　 町内会(

齊 藤 節 夫　　　　　 川　 内
大 槻 幸 子　　　　　 第　12(
蓬 田　　 兩　　　　　 町　 柬
責 野 さおり　　　　　 櫑 鳥 市(
阿 部 千代実　　　　　 只　 田
菅 谷 あゆみ　　　　　 梁 川 町(
内 村　　 等　　　　　 町　 東
村 上 奈美子　　　　　 銷　 ８(
山 口　　 昭　　　　 富 城 凧
加 ● 弘 美　　　　　 爾宗山東

おくやみ申し上げます

氏 名　　　 年齢　　 町
内会

羽 賀　　 孟　　71　　 駅　 許
朽 木 松 古　　90　　 前　 田
吉 見 凧 代　　94　　 富 町 北
萬 川 明 弘　　31　　 大 木 戸
高 田　ト　イ　　 フS　　 泉 田中
平 井 ヤ ス　　59　　 隗　 山
違 ● シ　ヶ　　71　　 鳥　 取
八 鳥 正 二　　90　　 山 崎 北
忍　　 いわを　　84　　 大 木 戸
諌 江　トミエ　　72　　 第　 ９
佐久間 音 泊　　82　　 銷　12
高 橋 正 義　　 ７９　　 鳥　 取

人 口 と 世 帯

１月１日現在(前月比)12月中の動き

人

口

男5 人 ← 9 ) 転入17人

女6,1和人(   ー3 ) 転出25人

計1 乢 9 人(   ー12 ) 出生 ８人

世帝数3  , 016戸(  十 3 ) 死亡12 人

心配ごと相談日
場所：役場 ２附相談室(東Ｓ入口からお入りIFさい)　

時間：９時～12 畤

こまったことや、相談ごとがあ りましたら、お

気軽にご相談 Ｆさい。秘密は絶対に守ります。

相 破 輿
１月 日 (月〉 佐久間 巌 ・ 安●　トヨ

２月５日（金〉 菊地 平助 ・ 佐噸八重子
２月15日（月） 古田 三夫 ・ 谷冷 智恵

こ　　よ　　み

１月一睦月(むつき)

20日(水)大　　 寒

24日(日)全国学校給食週間26

日(火)文化財防火デー

29日(金)田体冬季大会

２月一如月(きさらぎ)

１日(月)成人病予防酒間

４日(木)立　　 眷

７日(日)北方領土の日

８日(月)針 供 養

11日(木)建国記念の日



公
民
館
だ
よ
り
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明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
様
に
は
常
日
頃
公
民
館

活
動
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
が
間
近
い
現
在
、
世

界
は
大
き
く
変
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
変
転
き
わ
ま
り
な
い
中
に
あ
っ

て
、
人
々
の
価
値
観
も
自
ら
変
化
し
、

多
種
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
ト
リ
の
年
、
百
鳥
百
色
、

形
も
色
も
声
音
も
ち
が
う
よ
う
に
、

私
た
ち
の
生
涯
学
習
へ
の
ニ
ー
ズ
も

十
人
十
色
、
多
彩
で
す
。

公
民
館
で
は
、
新
し
い
時
代
感
寛

を
も
っ
て
、
で
き
る
だ
け
町
民
皆
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
精
一
杯
の

努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
に
は
待
望
の
観
月
台
文
化
セ
ｙ

タ
ー
の
本
体
が
完
成
の
予
定
で
す
。

今
年
も
公
民
館
活
動
に
暖
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
に
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
ク
ラ
ブ
発
足

七
月
二
十
四
日
よ
り
五
回
に
わ
た
っ

て
実
施
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎

講
座
」
も
十
二
月
九
日
、
閉
講
式
を

行
い
、
そ
の
あ
と
実
践
活
動
と
し
て

公
民
館
内
の
清
掃
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
は
講
話
や
救
急
応
急
手

当
講
習
会
、
話
し
合
い
や
マ

。
サ
ー

ジ
の
実
習
な
ど
実
り
の
あ
る
内
容
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

閉
講
式
の
あ
と
受
講
生
を
中
心
に

十
五
名
の
参
加
者
で
「
く
に
み
ボ
ラ

ｙ
テ
ィ
ア

ー
ク
ラ
ブ
」
の
設

立
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
会

則
な
ど
を
き
め
、
と
り
あ
え

ず
地
区
の
代
表
者
を
選
ん
で

組
織
を
整
え
、
実
践
活
動
を

地
道
に
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

町
民
の
な
か
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
が

大
勢
い
る
の
に
、
ど
こ
で
何

を
し
て
よ
い
か
、
ど
こ
に
申

出
れ
ぱ
よ
い
か
わ
か
ら
ず
に

い
る
と
、
講
座
の
話
し
合
い

の
中
で
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
窓
口
と
し
て
、
ポ

ラ
ｙ

テ

ィ
ア
活

動
の
組

織
体

が
必
要

で
、
そ

の
組
織

の
名

の
も

と
に
町
内

や
各
団
体

、
施

設

に
Ｐ

Ｒ
し

て
ゆ

く

こ

と
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と

に
な
り
、

何

回

か

話

し

合

い

が

持

た

れ

て

。

「

く
に
み
ポ
ラ

ソ
テ
ィ
ア

ー
ク
ラ
プ
」

の

名
称

で
発
足

す
る
運

び

と
な
り

ま

し

た
。

当
分

の
間
は

、
公
民

館

が
ま
と

め

役

と
し

て
事
務

局
を
担

当
し

、
町
民

の
皆

さ

ん
に
呼

び
か

け
て
ゆ

く
こ

と

に
な
り

ま
す
。

一
人

で
も
多

く
の
方

の
参

加

を
お
待

ち
し

て
お
り

ま
す
。

町
長
杯
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

第
十
回
町
長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ポ
ー

ル
大
会
は
十

二
月
十
三
日
、
町
民
体

育
館
と
助
労
者
体
育
セ
ソ
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
冨
永
町
長
の
あ
い
さ
つ
、

町
東
チ
ー
ム
の
丹
野
邦
美
さ
ん
か
ら

お
し
と
や
か
に
も
心
強
い
選
手
宣
誓

が
あ
り
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

試
合
に
は
十
ハ
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
軟
で
実
力
伯
仲
の
熟

軟
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
風
見
電
子
バ
レ
ー
部

第
三
位

耕
谷
バ
レ
ー
部

▲熱戦を繰り広げたバレーボール大会

野
鳥
観
察
を

楽

し

む

ト
リ
年
に
ふ
さ
わ
し
く
少
年
仲
間

づ
く
り
教
室
で
は
一
月
六
日
、
五
十

三
名
が
参
加
し
て
野
鳥
観
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

公
民
館
を
午
前
九
時
、
パ
ス
二
台

に
分
乗
し
て
出
発
。
最
初
の
目
的
地
、

福
鳥
の
小
鳥
の
森
へ
向
か
い
ま
し
た
。

小
鳥
の
森
で
は
、
指
導
員
の
方
か

ら
観
察
の
仕
方
や
小
鳥
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
聞
い
た
後
、
物
音
を
立
て

な
い
よ
う
細
心
の
産
意
を
払
い
な
が

ら
森
に
入
り
、
観
察
を
始
め
ま
し
た
。

ヒ
ヨ
ド
リ
。
し
じ
ゅ
う
か
ら
な
ど
は

す
ぐ
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
う
ぐ
い

す
の
観
察
は
む
ず
か
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。
な
れ
る
に
っ
れ
、
じ
鳴
き
の

方
向
に
小
さ
な
鳥
を
発
見
し
て
は
心

を
お
ど
ら
せ
て
ま
し
た
。

次
は
阿
武
隈
川
で
白
鳥
を
中
心
と

し
た
水
鳥
の
観
察
を
し
ま
し
た
。
鳥

に
よ
っ
て
餌
の
と
り
方
が
ち
が
っ
て

お
り
、
特
に
カ
モ
の
餌
と
り
は
ユ
ー

モ
ラ
ス
で
し
た
。

昼
食
後
は
、
児
童
文
化
セ
ｙ

タ
ー

に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
座
の

学
習
を
し
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
四
季
折
々
の
様
子
、

大
空
の
美
し
さ
を
じ
ゅ
う
ぷ
ん
に
感

じ
た
よ
う
で
す
。

た
っ
た
一
日
で
し
た
が
、
身
近
に

い
る
小
鳥
を
通
し
て
、
生
物
ど
う
し

が
生
き
る
た
め
に
相
互
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

▲白鳥にえさを与える参加者の皆 さメ

寄

贈

図

書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

Ｏ
東
北
百
名
山
　
　
　
　
　

一
冊

徳
江
字
西
　
　
　

村
上
健
一
様



大
枝
地
区
の

移
動
公
民
館
開
設

公
民
館
の
新
し
い
事
業
と
し
て

「
移
動
公
民
館
」
を
企
面
し
、
本
年

度
は
大
枝
地
区
に
お
い
て
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
「
孫
育
て
教
室
」
を

三
回
に
わ
た
り
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

第
一
回
は
十
二
月
七
日
（
月
）
午

前
九
時
半
よ
り
大
枝
中
央
集
会
所
で
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
二

十
名
、
お
孫
さ
ん
二
十
名
ほ
ど
出
席

し
て
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
は
じ

め
に
公
民
館
長
と
大
枝
地
区
青
少
年

育
成
僉
の
新
井
玄
能
会
長
さ
ん
の
あ

い
さ
っ
の
あ
と
、
福
鳥
市
の
佐
藤
キ

イ
先
生
を
講
師
と
し
て
「
思
い
や
り

を
育
て
る
祖
父
母
の
役
割
」
と
題
し

て
お
話
し
が
あ
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
元
気
で
健
康
な
こ

と
が
孫
育
て
に
は
一
番
大
切
な
こ
と

な
の
で
、
健
康
体
練
や
健
康
法
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
孫
さ
ん
た
ち
は
別

室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
母
さ
ん
や

お
ば
さ
ん
に
面
倒
を
み
て
も
ら
い
、

そ
の
あ
と
孫
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
体

を
動
か
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
し
た
り
し

て
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
ま

し
た
。

と
く
に
東
大
枝
公
民
館
長
の
酒
井

睦
夫
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

東
大
枝
地
区
か
ら
も
多
数
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
東
大
枝
の

方
々
と
仲
良
く
、
一
糟
に
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
や
地
城
活
助
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
次
回
は
一
月
十
三
日
、
第
三

回
は
二
月
三
日
の
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
大
勢
の
方
々
の
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

▲大枝中央集会所で開かれた移助公民館

し
め
縄
作
り
に

参
加
し
て

玉

木

洋

子

く
に
み
女
性
教
室
で
は
、
十
二
月

二
十
二
日
、
ボ
ラ
ｙ
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
料
理
実
習
室
の
整
頓
を
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
異
世
代
交
流
の
活

動
と
し
て
し
め
な
わ
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。
講
師
は
阿
津
賀
志
学
級
生
の

高
橋
藤
右
工
門
さ
ん
、
樋
口
孝
吉
さ

ん
、
菊
地
久
七
さ
ん
で
す
。
初
め
に
、

菊
地
さ
ん
か
ら
し
め
な
わ
作
り
の
説

明
を
聞
き
、
作
成
に
と
り
か
か
り
ま

し
た
。
わ
ら
を
束
ね
て
、
よ
っ
て
、

編
ん
で
、
そ
れ
を
幡
に
し
て
、
松
、

昆
布
、
紙
の
飾
り
を
つ
け
て
出
来
上

が
り
で
す
。
こ
う
し
て
書
く
と
簡
単

で
す
が
、
央
際
、
わ
ら
を
持
っ
て
よ

り
な
が
ら
編
む
と
い
う
事
は
、
大
変

難
し
い
事
で
、
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
生
方
の
親
切
丁
寧
な
ご

指
導
の
お
か
げ
で
、
何
と
か
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
自
分
の
作
っ
た
し
め

な
わ
で
お
正
月
を
迎
え
る
事
が
で
き

る
な
ん
て
、
夢
の
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
一
本
一
本
の
わ
ら
が
、
い
ろ
い

ろ
な
形
の
し
め
な
わ
に
変
わ
る
と
は
、

罵
き
ま
し
た
。
先
生
方
に
は
、
碩

に

汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
一
生
懸
命

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
使

用
し
た
わ
ら
は
と
て
も
質
の
良
い
も

の
で
、
し
め
な
わ
に
使
え
る
よ
う
に

わ
ら
を
端
正
す
る
事
も
手
間
が
か
か

る
と
の
事
、
い
ろ
い
ろ
ご
配
慮
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
め
な
わ
作
り
を
終

わ
っ
て
か
ら
、
先
生
方
を
囲
ん
で
茶

話
僉
を
催
し
、
な
ご
や
か
な
内
に
、

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
伝

統
あ
る
日
本
な
ら
で
は
の
し
め
な
わ

づ
く
り
に
参
加
で
き
、
賢
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
感
耐
で
一

杯
で
す
。

▲アドバイスを受けながら１つひとつ丁章に

行 事 の お 知 ら せ

月 �日 �躍 � 行　　　　　　 事 �月 �日 �眼 � 行　　　　　　 事

１ �17�

日 �・国見町綱引大会 �

１ �28�

木 �

・成人学級、女性教室合同学習　

（心と体の健康づくり）

・子ども移動図書館（藤田小１年）
�19�火 �・子ども移動図書館（藤田小２年）

�����31�日 �・親子スキー教室（塩沢スキー場）

�21�木 �

・子育て教室（ 子育てネットワー

クづくり）

・子ども移動図書館（ 大枝小）

����２�

７ �日 �・ 町民囲碁、将棋大会

�����13�土 �・ 少年仲間づくり教室（閉講式）

�22�金 �・阿津賀志学級（寿祝い、斬年会）

�����14�日 �
・町民スキー教室　(

猪苗代スキー場)
�25�月 �・子ども移動図書館（小坂小）

����備　考���
・ ２月の子ども移動図書館の活動

内容は紙しぱいとヨーヨー作り

�26�火 �・ 子ども移動図言館（藤田小３年）



出
初
め
式
で

無
火
災
を
誓
う

国
見
町
消
防
団
（
阿
部
恒
夫
団
艮
・

団
員
二
百
六
十
六
名
）
の
出
初
め
式

は
一
月
四
日
、
役
錫
前
で
行
わ
れ
、

団
員
の
皆
さ
ん
は
今
年
一
年
間
の
無

火
災
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
通
常
点
検
、
機

械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
、
団
員
一
人

ひ
と
り
の
機
敏
な
動
作
に
、
日
頃
の

馴
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
冨
永
町
長
が
「
団
員
皆

さ
ん
の
日
頃
の
活
動
に
対
し
、
探
く

感
謝
し
ま
す
。
今
年
も
町
民
の
大
切

な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い

て
仲
野
周
一
町
議
会
議
長
、
羽
田
太

利
夫
桑
折
警
察
署
次
長
が
祝
辞
、
阿

部
団
長
が
訓
示
し
ま
し
た
。

▲無火災を誓った町消防団出初め式

和
や
か
に

新
年
賀
詞
交
歓
会

国
見
町
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
一
月

四
日
、
Ｊ
Ａ
福
鳥
国
見
町
会
館
で
開

か
れ
、
約
百
七
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。交

歓
僉
で
は
、
冨
永
武
夫
町
長
、

仲
野
周
一
町
議
会
議
長
、
菊
地
太
三

Ｊ
Ａ
福
鳥
国
見
町
組
合
長
、
紺
野
平

二
郎
町
商
工
会
長
が
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
述

べ
、
廣
木
孝
安
町
工
業
ク
ラ

プ
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
祝
宴
が
始

ま
る
と
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
お
互

い
に
こ
の
一
年
の
抱
負
な
ど
を
語
り

合
い
な
が
ら
、
一
層
の
飛
躍
と
精
進

を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

▲新年の飛躍を蕃った賀詞交歓会

お
せ
ち
料
理
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
畏
・
冨

永
町
長
）
で
は
十
二
月
二
十
四
日
、

ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
が
た
八
十
五
人
に
、
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ
く
た

め
、
お
せ
ち
料
理
と
も
ち
を
贈
り
ま

し
た
。

冨
永
町
長
、
曵
地
善
作
町
民
生
委

員
協
議
会
総
務
を
は
じ
め
、
民
生
委

員
三
十
人
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

地
区
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
家
庭
を
訪

問
し
、
お
せ
ち
料
理
を
手
渡
し
ま
し

た
。真

心
の
込
も
っ
た
贈
り
物
に
皆
さ

ん
大
喜
び
で
、
ひ
と
足
早
い
お
正
月

気
分
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲冨永町長からおせち料理を受け取る蓬田三郎さん

元
朝
マ
ラ
ソ
ン
で

親
睦
を
深
め
る

大
技
地
区
家
庭
ス
ポ
’‐
ツ
協
会

（
松
浦
幹
男
会
長
）
主
催
の
「
第
十

六
回
元
朝
マ
ラ
ソ
ソ
大
会
」
は
一
月

一
日
午
前
八
時
、
川
内
厳
島
神
社
ス

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
の
観
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
、
体
力
づ
く
り
を
目
的
に

毎
年
元
旦
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
約
七
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

冨
永
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
早

朝
か
ら
厳
鳥
神
社
に
集
合
し
た
皆
さ

ん
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、

新
春
に
向
か
っ
て
一
斉

に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

全
員
が
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
あ
と
は

甘
酒
で
体
を
暖
め
な
が
ら
、
神
杜
境

内
で
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
勇
壮
な
「
大

枝
太
鼓
」
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲一斉にスタートする参加者の皆さん

土曜閉庁のお知らせ

役場は、１月から
すべての土曜日が

休みになりました。

～皆さんのご理解とご協力をお願いします～

編

集

日

記

Ｏ
新
年
あ
け
ま
Ｌ
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
町
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
皆

さ
ん
に
少
し
で
も
親
し
ま
れ
る
広
報

作
り
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

丶
．″
’・

編
集

国
見
町
総
務
課

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
字

．
丁
田
二
２
の
Ｉ

ｓ
九
六
九
－

一
七
　

ｅ
｛
○
二
四
五
｝
Ａ
五
一

二

．
一
一
（
代
友
）

わ
だ
い
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